
考 察   -                      1

活着tモ進効果は試敏 1と同じように顕者であり、革丈 。業齢の増大が大てあった。根長 う

根数は試験 Iとlrt逆に施肥によ・って減少したが、これは トンネル被覆であったこと、気温が

春とは逆に捧温過程にあったことにより、十日検の活動に差異が生じたためである。

乾物量は手植区で明らかに力1犯効果が認められ、特に地下部でその傾向が顕著である。こ

のこと|ま移植時の根の損傷程度とIH根の活動の関係を示tノているとみられる。

稲体のN濃度は施肥により高まり、増量効果はN濃度ぼかりでなくヽ 葉締 。
内乾重でも詔

められ山形良試つ示している成分5夕/箱 と大体一致している。

肥料形態は棄肺 ・根長 。根数 ・N潰 すでは硫安>尿 素の簡向があるが、立物重はRよ >硫

安の毎i向がある。しかし、濃度静等の経時変化をみると、■空では翌日すでにかな'どユくう

らわれるCに 反し、妖素では3日 日になって抜見される'翌度でうったので、安全仕つ面から

妖素が望tし い。

一つ 残 された 問題 点

育荷母サ門中の追肥の有無と効果との関係

首貿低下首への施用、散布後の不良条件下 (弦風など)の放置などに対する求討|

つ

　

９

つY てヽ

1  肯 景 とお柱i

近年、小ナ1つ虫結本向上 と大文の飼料化手に よる友装のjl直じ論が現起されている。将神 20年

～30年 代の妹中北子わにおける人チは岩手大麦 1号 など耐栞Li●,Jい古itl貨に快られ、それ らの品糧

に脚 触 とが弱く、 ド リルを さや全眉増 き裁時に追さなかった。昭ウi'10年 代に入って全膳踏き用

とt′て、ハニんけい表が焼 )あ げられ、東に幡オ輸50年 度には耐共t。職倒状i生品捜 として ミユキオオ

と、ギが装駒品粒に,も入ざかた。本正:在について全聴括 き枚堵に対ける指種排 摘1重宝挙について若

干の知見を得たので参考に供したい。
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彼 技 術 内容

(J.)ミユキオオムギはべんけいむぎに比べて越冬率が高く、多収で、平年根雪日数 80～ 110

日の地帯でも全層緒き栽堵が苛能である古

e)拓 種の通期は全層括き栽特においても従前と同じく、県中北部では9月 25日 負(15℃ )

であるど晩描による減収の度合は越冬状汐とによっても異なるが、播種量の増量によってある程

度の成収は軽減できる。標準誌きがa当たりlK夕、5日の遅れで1.5玉す、10日 遅れ以上は2

駒とする。     1

e)火 山灰土壊における全椿終栽培の窒素施用量は従来a当たシ成分量で1特とした力ヽ ミユキ

オオ、ムギヤま1,2K夕を上限とtハ基槌06ゃ 、道肥b.6K″が望まtノくヽ 朝律収量は600時 であ

る。

9  普 及上 の留意事項

位)平 年根雪日独110以 上の多雪地はミユキオオよギ‐ども栽培ほむずかしい。

e)a当 たり2Kすを超える多量指植伝越冬前に徒長しやす く、例伏の恐れもあって、収量的に不

安定である。

o)施 肥量試験の結果では窒素の基肥 。遣拓ことも最多肥が最夕収 (a当 たり96.4K″ )を得てい

るが、制伏がひどく、十壮1曇も低下することから、 1.2駒 を超える多肥はさけること。 ミユキ

オオムギ以外の品荘は1駒 とする。

(0 追 肥時期は十Jぼ 核できるだけ早ぐ行い、融雪朝が遅オ1た場合は演量する。追肥の晩隈を出穂

前■0日 (滝沢で4月 10日 )と tン、以後は半豊以下とする      ″

4  試 験成 績 の板要

0)録 11■別描種期試験

1)試 験区の構成と成検 (昭 40活 )
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備 考

a当 た り施肥量 : 堆 肥 150降  N一 o,6+0.4 P2わ 6~2.O  Kあ
0-2.0

栽  培 !!法 : 全 面全層播き

根 ‐彗 期
・
問 : |あ 月 1,早 r4月 ★

日(115日 尚 )

摘 要      !■   ,

1,い ずれの品穫 も晩招で越冬歩合が低下して、減収 した。   |       ‐

2.品 程間では ミユキ芽ォムギは多収で、携緒による減収率が少4か った。 す |

参考図 i          t              '∵
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e)播 種期対括種量試験       タ

1)昭 和50年 度 (播 )試験区の構成と成績

品  種 : ミ ユキオオムギ   |

施肥量 (時 /a): N-0.6+0.S P205~2.O K20-2.0 堆 肥-300

根 雪  期  間 :  1 2 月1 0 日～ 3 月1 0 日( 9 1 日)

-  4 4  ……
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2)昭 和 51年 度 (緒 )試 験区の構成と成績

品  葎 :  ミユキオオムギ

施肥量 (降/a): N一 o,6+0.4 P205~2.O K2° ~2.0 堆 肥 -300

根 雪 期 間 : 1 2 月1 4 日～3 月1 7 日( 9 3 日)  夕 .

摘 要

ユ.晩 播による播種量の限界はa当 り2駒 で、それ以上の播種量では増収の魔合が小さ

く、増収した場合でも軟弱で倒伏することがある。

2.標 準エレ5日 の遅れで5害け増、 10日 の遅れで倍量が適量である。

G)全 層播裁培における窒素施用量試験

1)試 験の構成 と成績 (昭 50播 )
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備 考

改造区は昭和4!0年

度に漆酸吸収係数のコ

"相 当施開 i t…

施肥量 (降/3)

P 2°3~ 2 . 0

K 2 0  - 2 . 0

堆肥 二300

(改造区のみ )



摘 要

の 改 造区が未改造になさる。

“)基 肥 。追肥とも指量の効呆がある。

o 基 肥が多くなると追肥の効果が小さくなっている。    ■ ■工 |

・ lo 倒 伏度からみた施肥量の限界は未改造で■6駒、改造畑で1.2時である。

2)N施 肥量と収量     、 .         .
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5  残 された問導点

6 参  考  資  料
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